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は
じ
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
２
０
年
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
書
簡
（
指
令
）
を
端
緒
と
す
る
レ
ッ
ド
・

パ
ー
ジ
弾
圧
か
ら
70
年
の
節
目
に
あ
た
る
と
知
っ
た
。
宮
澤
・
レ
ー
ン
夫
妻

ス
パ
イ
冤
罪
事
件
の
真
相
究
明
か
ら
「
国
家
権
力
犯
罪
に
〝
時
効
〟
は
な
い
」

を
掲
げ
、
連
帯
を
呼
び
か
け
る
中
で
「
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
反
対
全
国
連
絡
セ

ン
タ
ー
」
の
運
動
と
行
き
合
っ
た
の
が
き
っ
か
け
に
な
る
。 

 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
60
周
年
、
65
周
年
と
節
目
ご
と
に
再
結
集
の
取
り
組

み
を
重
ね
る
と
共
に
、
戦
後
最
大
と
さ
れ
る
人
権
侵
害
・
被
害
者
の
名
誉
回

復
と
国
家
賠
償
を
求
め
る
運
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ

の
運
動
は
転
機
に
も
直
面
し
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
資
料
に
よ
る
と
現
状

は
以
下
の
通
り
に
な
る
。 

 

全
国
で
３
～
４
万
人
と
推
定
さ
れ
る
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
被
害
者
た
ち
は
、

各
地
で
裁
判
闘
争
、
地
労
委
・
中
労
委
闘
争
で
闘
っ
た
が
、
２
、
３
の
例
を

除
き
敗
訴
と
な
っ
た
。
最
高
裁
は
、
１
９
５
２
年
４
月
２
日
、
共
同
通
信
解

雇
に
絡
む
仮
処
分
申
請
・
特
別
抗
告
で
「（
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
書
簡
に
は
）
す
べ

て
の
国
家
機
関
並
び
に
国
民
に
対
す
る
指
示
で
も
あ
る
」
と
の
、
い
わ
ゆ
る

超
法
規
決
定
を
下
し
、
司
法
の
場
で
の
救
済
請
求
は
不
可
能
と
な
っ
た
。 

だ
が
、
運
動
は
粘
り
強
く
継
続
さ
れ
て
い
る
。
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
50
周
年

の
２
０
０
２
年
11
月
３
日
、
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
反
対
組
織
の
連
絡
組
織
と
し

て
「
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
反
対
全
国
連
絡
セ
ン
タ
ー
」
が
結
成
さ
れ
た
。
一
時
、

組
織
的
困
難
に
直
面
し
た
が
、
２
０
０
５
年
５
月
30
日
、
全
国
の
被
害
者
の

期
待
と
要
望
を
受
け
て
総
会
を
開
催
し
て
活
動
を
再
開
し
、
現
在
に
い
た
っ

て
い
る
。 

運
動
の
骨
格
は
、 

▽
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
に
よ
る
被
害
者
の
名
誉
回
復
と
国
家
賠
償
を
求
め
る

請
願
運
動 

▽
日
本
弁
護
士
連
合
会
と
各
地
弁
護
士
会
に
人
権
救
済
申
立
て
を
要
請 

―
―

の
２
点
。 

後
者
は
、
２
０
０
８
年
に
日
弁
連
（
日
本
弁
護
士
連
合
会
）
が
当
時
の
麻

生
太
郎
首
相
に
対
し
て
兵
庫
県
の
３
人
の
被
害
者
に
対
す
る
人
権
救
済
勧
告

を
出
し
て
以
後
、
２
０
１
５
年
の
安
倍
晋
三
首
相
宛
ま
で
、
計
13
件
の
勧
告

を
行
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
無
視
さ
れ
て
い
る
。 

 

国
家
権
力
は
、
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
弾
圧
の
過
ち
が
明
白
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
今
に
い
た
る
も
被
害
者
の
要
求
に
応
え
よ
う
と
し
な
い
。
弾
圧
被

害
者
た
ち
は
、
高
齢
化
が
進
み
、
生
命
絶
え
る
日
が
近
づ
い
て
い
る
。
70
年

に
し
て
な
お
応
え
な
い
国
の
破
廉
恥
に
怒
り
を
覚
え
る
と
同
時
に
時
間
の
切

迫
に
思
い
締
め
付
け
ら
れ
る
。 

こ
の
認
識
を
基
に
、
本
稿
で
は
、
新
聞
界
（
報
道
界
）
に
お
け
る
レ
ッ
ド
・

パ
ー
ジ
に
重
心
を
置
く
。
そ
れ
は
右
「
全
国
連
絡
セ
ン
タ
ー
」
の
運
動
の
中

に
、
新
聞
界
で
の
運
動
が
影
す
ら
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
愕
然
と
し
、
い
ま

な
お
、
新
聞
界
に
は
国
家
権
力
の
非
を
糺
そ
う
と
す
る
意
欲
さ
え
も
が
見
ら
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れ
な
い
こ
と
に
、
半
生
を
新
聞
界
で
過
ご
し
た
者
と
し
て
忸
怩
を
お
ぼ
え
た

こ
と
に
よ
る
。 

少
し
調
べ
て
み
て
、
す
ぐ
に
余
り
の
不
甲
斐
な
さ
を
知
ら
さ
れ
る
。
弾
圧

が
起
き
た
１
９
５
０
年
７
月
28
日
、
最
初
の
刃
が
新
聞
各
社
（
通
信
・
放
送

含
む
）
に
振
り
下
ろ
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
社
そ
ろ
っ
て
一
片
の
抵

抗
も
な
く
、
ま
る
で
他
所
事
の
ご
と
く
、
紙
面
の
片
隅
に
ベ
タ
記
事
を
載
せ

て
や
り
過
ご
し
て
い
る
。 

 

憲
法
第
14
条 

す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
つ
て
、
人
種
、
信

条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は

社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
。 

第
19
条 

思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。 

第
21
条 

集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、

こ
れ
を
保
障
す
る
。 

第
27
条 

す
べ
て
国
民
は
、
勤
労
の
権
利
を
有
し
、
義
務
を
負
ふ
。 

 

な
か
ん
ず
く
、
良
心
の
自
由
は
、
戦
争
放
棄
と
共
に
、
日
本
国
憲
法
の
眞

髄
中
の
眞
髄
と
い
っ
て
い
い
。 

さ
ら
に
忸
怩
は
、
新
聞
経
営
者
が
唯
々
諾
々
と
伏
し
た
の
み
な
ら
ず
、
こ

の
窮
地
の
た
め
に
こ
そ
結
成
し
た
は
ず
の
労
働
組
合
（
新
聞
・
通
信
・
放
送
）

が
、
ご
く
一
部
を
除
い
て
、
軒
並
み
世
紀
の
弾
圧
を
先
を
競
う
か
の
よ
う
に

容
認
し
、
仲
間
で
あ
る
被
害
者
を
切
り
捨
て
た
。 

さ
ら
に
さ
ら
に
、
労
使
共
々
70
年
を
経
て
な
お
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
の

総
括
す
ら
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
到
底
や
り
過
ご
せ
る
こ
と
で
は
な
い
。
新

聞
界
で
は
い
っ
た
い
何
が
、
ど
う
し
て
、
な
に
ゆ
え
に
、
こ
の
無
様
に
至
っ

た
の
か
、
そ
の
経
過
す
ら
が
埋
め
込
ま
れ
た
ま
ま
に
あ
る
。 

先
の
連
絡
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
年
前
の
２
０
１
５
年
に
は
「
語
り
つ
ご
う 

戦
後
最
大
の
人
権
侵
害 

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ 

昔
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

を
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
65
周
年
の
つ
ど
い
」
を
成
功
さ

せ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
に
結
集
す
る
各
団
体
で
は
、
引
き
続
き
３
～
４
万
人
と

い
わ
れ
る
被
害
者
の
意
を
体
し
、
取
り
組
み
を
重
ね
て
い
る
。 

 

お
り
か
ら
、
被
害
者
で
あ
る
先
輩
・
嶌
信
正
（
当
時
、
毎
日
新
聞
政
治
部

記
者
）
の
著
書
と
裁
判
陳
述
書
が
見
つ
か
っ
た
。
同
・
三
上
正
良
（
同
）
の

追
悼
集
が
手
に
入
っ
た
。
同
・
土
井
正
興
（
同
・
販
売
部
員
）
の
自
伝
風
著

作
も
現
れ
た
。
小
林
登
美
枝
（
同
・
毎
日
グ
ラ
フ
）
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
毎

日
新
聞
の
社
史
『
「
毎
日
」
の
３
世
紀
』
に
記
述
が
あ
り
、
本
人
に
よ
る
著
作
、

寄
稿
、
断
章
等
が
出
て
き
た
。
い
ず
れ
も
故
人
と
な
っ
て
年
月
を
経
て
い
る

が
、
遺
さ
れ
た
史
料
は
当
時
の
ま
ま
に
無
念
を
訴
え
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
毎
日
新
聞
労
使
以
外
で
は
、
朝
日
新
聞
に
お
け
る
部
厚
の
「
証

言
録
」
な
ど
、
気
合
を
入
れ
て
記
録
に
努
め
た
著
作
が
多
々
あ
る
こ
と
も
分

か
っ
た
。
た
だ
こ
れ
ら
論
考
も
個
別
企
業
あ
る
い
は
組
織
の
枠
に
と
ど
ま
っ

た
も
の
が
多
く
、
新
聞
界
全
体
を
視
野
に
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
の
核
心
に
迫
っ

た
文
献
と
な
る
と
、
い
ま
一
つ
の
観
い
な
め
な
い
。 

 
本
稿
で
は
、
こ
の
視
座
に
立
ち
、
ま
ず
毎
日
新
聞
を
対
象
に
切
り
込
む
こ

と
に
し
た
。
本
稿
に
関
わ
る
有
志
が
、
か
つ
て
毎
日
新
聞
労
働
組
合
に
所
属

し
て
い
た
縁
か
ら
、
あ
る
程
度
の
自
信
と
責
任
を
も
っ
て
踏
み
込
め
る
と
思
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い
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。
そ
こ
で
毎
日
に
関
し
て
は
残
存
す
る
資
料
の
全
て

を
集
め
き
り
、
さ
ら
に
は
、
新
聞
界
に
か
か
る
資
料
を
集
め
ら
れ
る
だ
け
集

め
、「
総
資
料
総
目
録
」
を
担
え
る
よ
う
努
め
た
。 

お
そ
ら
く
は
、
大
事
を
収
め
切
れ
て
い
な
い
と
の
う
ら
み
残
る
が
、
有
志

の
平
均
年
齢
は
80
を
超
え
て
お
り
、
完
全
を
期
し
て
な
お
時
日
を
重
ね
る
よ

り
は
、
き
っ
か
け
を
切
り
開
く
思
い
を
大
事
と
し
た
。 

 

弁
明
に
な
る
が
、
本
来
は
、
全
て
の
資
料
を
原
典
ま
で
確
か
め
た
う
え
で

紹
介
す
べ
き
と
こ
ろ
、
孫
引
き
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
が
多
い
。
こ
れ
も
右
と

同
じ
趣
旨
か
ら
で
、
こ
れ
ら
に
は
孫
引
き
で
あ
る
と
明
示
し
た
。
ま
た
記
述

に
あ
た
っ
て
は
、
事
態
の
流
れ
を
第
一
義
と
し
、
背
景
説
明
や
周
辺
説
明
に

よ
っ
て
滞
る
の
を
避
け
、
そ
の
分
【
注
】
を
多
用
し
た
。 

 

編
纂
作
業
の
主
体
は
、「
北
大
生
・
宮
澤
弘
幸
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
の
真
相
を

広
め
る
会
」
の
事
務
局
が
担
い
、
併
せ
て
自
由
な
場
で
の
議
論
も
重
ね
、
そ

の
成
果
も
収
録
し
た
。
本
稿
が
契
機
と
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
発
掘
、
検
証
が

進
み
、
戦
後
最
大
の
良
心
侵
害
、
人
権
侵
害
を
解
決
し
、
事
件
を
総
括
す
る

一
端
と
な
っ
て
寄
与
す
る
よ
う
念
じ
て
や
ま
な
い
。 

 

２
０
２
０
年
12
月
31
日 

 

北
大
生
・
宮
澤
弘
幸
「
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
」
の
真
相
を
広
め
る
会 

 

 
 

   

【
注
】 

・
嶌
信
正
の
著
書
＝
『
自
処
超
然
』
。
副
題
に
「
一
生
貫
い
た
反
骨
・
反
逆
精
神
」
と

あ
る
。
自
伝
風
の
随
想
か
ら
戦
時
中
に
書
い
た
記
事
、
資
料
、
そ
し
て
書
下
ろ
し

か
ら
な
る
。
１
９
９
６
年
２
月
１
日
、
嶌
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
刊
。 

・
三
上
正
良
追
悼
集
＝
『
信
念
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

三
上
正
良
』。
友
人
、
知
人
ら

37
人
の
追
想
、
追
悼
文
の
ほ
か
、
三
上
自
身
が
書
き
遺
し
た
断
章
も
収
録
。
１
９

９
４
年
12
月
１
日
発
行
。
編
集
刊
行
は
三
上
正
良
記
念
会
。 

・
土
井
正
興
の
著
書
＝
『
生
き
る
こ
と
学
ぶ
こ
と
』。
専
修
大
学
教
授
当
時
の
受
講
学

生
ら
後
進
に
む
け
、
自
身
を
教
材
と
し
て
書
き
出
し
た
も
の
だ
が
、
自
伝
風
の
著

作
と
な
っ
た
。
１
９
８
０
年
４
月
発
行
。
三
省
堂
刊
・
三
省
堂
選
書
。 

・
小
林
登
美
枝
の
記
録
＝
本
人
の
著
作
等
の
ほ
か
。
『
「
毎
日
」
の
３
世
紀
』
下
巻
、

遺
族
編
纂
の
『
21
世
紀
へ
つ
な
ぐ
言
葉
』、
没
後
10
年
の
つ
ど
い
を
記
録
し
た
「『
平

塚
ら
い
て
う
の
会
紀
要
』
第
７
号
な
ど
。
旧
姓
・
鷲
沼
で
の
表
記
も
。 

・
朝
日
新
聞
証
言
録
＝
『
一
九
五
〇
年
七
月
二
八
日 

朝
日
新
聞
社
の
レ
ッ
ド
パ
ー

ジ
証
言
録
』。
朝
日
新
聞
社
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
証
言
録
刊
行
委
員
会
編
。
解
雇
さ
れ
た

被
害
者
は
じ
め
66
編
の
「
証
言
」
か
ら
な
る
。
１
９
８
１
年
７
月
、
晩
聲
社
刊
。 

 

  

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 


